
7月下旬～ 8月、宵の南天の星空
夏休み期間中は、惑星観察に大忙し！ となるはずだ。宵の口、西の空には“宵の明星”金星、南
の空には木星、土星、東の空には大接近中の火星が昇ってくる。西から順に天体望遠鏡を使い
“惑星クルージング”を楽しもう。ついでに月面も！

いて座・やぎ座の中をうろつく火星の動き
7月31日の大接近前後の火星は、いて座・やぎ座の境界付近で“順行”や“逆行”という複雑な動きを見せる。
天球上の「惑う星」ということで「惑星」という名前がついた。

地球と火星の位置、
火星の視直径は、0時

（日本時間）のもの。
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15年ぶりに火星が大接近！ 大接近

2018年・火星と 
地球の距離の変化
7月31日の大接近時には、地球と
の距離5759万km、明るさは－2.8
等級に達し、木星よりも明るくなる。
3月中旬では大接近時の約3.3倍
の距離があるが、火星観察に慣れ
るため早めに準備をして追跡観察を
しよう。大接近の前後2か月くらいは
観察好期といえる。

7月31日
火星 火星大接近

（イメージ）

火星の見かけの大きさの
変化
7月31日・大接近の前後2か月は、火
星の大きさ・明るさが劇的に変化するの
で、継続的に観察することで「迫ってく
る火星」を実感できる。5月1日と大接
近時を比べると大きさは2.2倍にもなる。
天体望遠鏡で約70 ～ 80倍かけて見る
と、肉眼で見る満月とほぼ同じ大きさだ。

（画像提供／阿久津富夫）

6月下旬～7月初旬の
火星表面の予想

7月31日の
火星表面の予想

8月末ごろの火星表面の予想
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